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研究成果の概要（和文）：本研究は、保育所における乳幼児の主体性を尊重した食事援助のあり方を検討し、乳
幼児の主体性を尊重した食事援助を学ぶための研修ツールを開発することを目的としたものであった。乳幼児の
主体性を尊重した食事援助は、時間の環境・環境構成・食事援助の担当方法・職員間の連携といった諸要素が複
合的に作用することが実現の支えとなることが示された。さらに、多職種の職員が観察等を通して子どもの姿を
共有し、悩みを話し合うことの重要性が示唆され、研修ツールには実践的な側面と共に、「子どもの主体性の尊
重」「子ども中心の視点」といった側面を内包し、職員間の対話の中で考えを深める契機となる要素を含むこと
の必要性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine feeding assistance that respects 
the independence of infants in nursery schools, and to develop training tools for learning feeding 
assistance that respects infants' independence. It was shown that feeding assistance that respected 
the independence of infants supports the realization that various elements such as adjusting 
mealtime, the environmental composition, the method in charge of feeding assistance, and cooperation
 between staff work. In addition, it was suggested that it was important for multi-disciplinary 
staff to understand what children are doing and discuss their worries through observation. 
Therefore, the training tool should include practical aspects as well as aspects such as "respect 
for children's independence" and "child-centered perspective", and to include elements that can be 
used to deepen thinking in dialogue between staff members.

研究分野： 保育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
0～2歳児の保育所利用率の増加により、乳児保育の重要性が高まるとともに、保育の質の確保・向上が求められ
ている中、本研究では、乳幼児の生活の中核となる食に焦点を当て、質の向上に向けた保育方法の提案を事例検
証的に行い、研修ツールを開発した。乳幼児の主体性を尊重した食事援助を支える諸要素を明らかにしたこと
は、食事援助を支える構造的要因を見つめ直す糸口となり、保育現場にとって意義ある提案となるものと考え
る。そして研修ツールは、養成・現職教育の充実に貢献できるものであり、乳児保育の「質の保障」という社会
的要請に応えるものであると言えよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 0～2歳児の保育利用率が大きく増加しており、乳児保育の重要性への認識が高まっている。中
でも食事は、年齢が低いほど生活に占める割合が大きいため乳児保育の重要な要素となる（厚
生労働省, 2016）。食への興味が芽生え、生きる力の基礎を育む上で大切な時期である乳幼児
期に、食への主体性を尊重した援助を積み重ねていくことが重要である。特に食のスタートと
なる離乳期は、「自分で食べる」という食への主体的行動が獲得されていく時期であり、①保
育士が「子どもが自分で食べる姿勢」を尊重すること、②栄養士を含めた調理従事者（以下、
栄養士等と記す）が「子どもが自分で食べたくなる」料理特徴を配慮して調理することが必要
であり、保育士・栄養士等双方の連携が不可欠である。しかしながら、保育士・栄養士等とも
に乳幼児の食事援助方法を学ぶ機会は養成課程・現職研修共に乏しく、適切な援助や連携のあ
り方への認識が薄い現状がある。保育士の食事援助方法の獲得は経験則に拠るところが大きい
ため質のばらつきがあり（森田・高木,2013）、大人の思い通りに乳幼児の食行動を調整しよう
と主体性が軽視される場面も見受けられる(小林,2015)。質の向上を目指すためには、あるべき
援助や環境構成をより実践可能な具体的な形で伝える必要がある。保育の場に蓄積されている
経験知を言語化し、保育に携わる者が理解可能な形で伝えることが、主体性を尊重した援助
へ、ひいては乳幼児の食への主体性の育ちにつながると考える。 
食の作り手である栄養士等は、発達段階に応じた食事提供が求められる。一方、食の与え手

は保育士である。栄養士等は、発達段階に応じた食事を提供できているか判断するためには保
育士からの伝達や、自らが食事場面に足を運ぶことが必要である。しかし保育現場における職
種間の連携は十分とは言えず（西尾・佐藤・小塚・杉村, 2012）、職種間の連携状況の調査も
なされていない。 
こうした現状を踏まえ、保育現場における保育士・栄養士等双方の乳幼児の主体性を尊重し

た食環境作りの現状と課題を明らかにした上で、多職種へのアプローチを視野に入れた学びの
機会を提供するべく研修ツールを開発することが食事援助の質向上につながると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では食事援助の質向上を目指す研修ツール開発を目的に、以下3点を課題とした。 
【課題1】保育士・栄養士等の食事援助に関する現状把握 
【課題2】食への主体性を尊重する食事援助・環境構成のあり方の検討 
【課題3】養成教育・現職教育を視野に入れた研修ツールの開発 
 
３．研究の方法 
 本研究では、目的に示した3つの課題を軸に研究を進めた。以下に研究の方法を示す。 
【課題 1】保育士・栄養士等の食事援助に関する現状把握 
平成29年11月に、全国1321園の保育所に勤務する0歳児担当保育士・栄養士等を対象に無記名

自記式質問紙調査を実施した。0歳児担当保育士対象の質問項目は、①対象保育所・回答者の基
本属性、②食事援助における悩みごと、③食事場面の環境構成、④子どもの食に関する養成教
育と現職研修の機会についての全32項目とした。栄養士等対象の質問項目は、①回答者の基本
属性、②給食提供状況、③0歳児クラスの食事提供と環境設定、④0歳児クラスの園児・保育士
とのかかわり、⑤子どもの食に関する養成教育と現職研修の機会についての全30項目とした。 
【課題2】食への主体性を尊重する食事援助・環境構成のあり方の検討 
保育所における食事場面のビデオ観察データを収集する。並行して研修ツールで使用する食事

場面の映像の撮影を保育所にて行う。収集したビデオ観察データを用い、保育士の援助方法に
ついて分析を行う。望ましい食事援助・環境構成についての仮説を立て、研修ツールの視聴覚
教材に使用する場面の選定と構成、テキストの作成に着手する。 
【課題3】養成教育・現職教育を視野に入れた研修ツールの開発 
研修ツールは、質問紙調査の結果や観察データで得た知見等をもとに、a)援助の実際と配慮、

b)環境構成、c)調理の実際と配慮、d)職種間の協働といった４つのテーマから構成する。内容
は、食事場面を事例に多くとりあげ、演習の要素を取り入れる。研修ツールは協力園での園内
研修で使用し検証を行い、現職保育士・栄養士や園長の助言をもとに改善を行う。 
 
４．研究成果 
【課題 1】保育士・栄養士等の食事援助に関する現状把握 
返信のあった531件のうち、保育士対象の調査は507件を分析対象とし（有効回答率38.4%）、

栄養士等対象の調査は495件を分析対象とした（有効回答率37.5%）。 
(1) 保育士を対象とした調査 
①食事援助における悩みごと：7割以上の保育者が悩むと回答していた項目は「噛まない」「偏
食」「食物アレルギーへの対応」であった。0歳児担当回数との関連をカイ二乗検定で検討した
ところ、「噛まない」「食物アレルギーへの対応」は担当回数との有意な関連はみられず、経験
を重ねても悩む保育士が多いことが分かった。  
②食事場面にかかわる諸要素：離乳期の食事時間の設定にあたっては一人ひとりへの配慮が

できるよう食事時間調整を行うことが望ましいが、時間差で食べ始める園は 35.1%であった。ま
たこの時期は、咀嚼機能の発達や食への意欲の育ち等を保育者が細かに理解し、子どもの育ちに



応じた援助や環境構成を行うことが求められることから、特定の保育者が継続的に特定の子ど
もを担当することが求められるが、「食事援助の際に担当する子どもはいつも決まっている」園
は 21.5%であった。食事時間調整と、食事援助の担当方法との関連を検討するため、χ2 検定を
行った結果、有意差が認められた（p<.01）。残差分析を行った結果、「担当する子どもはいつも
決まっている」は時間差で食べ始める園で有意に多かった。担当する子どもがいつも決まってい
る場合、保育者は担当する子どもの生活リズムや空腹のタイミングなど一人ひとりの状況を継
続的なかかわりの中で詳細に理解しうるが、そうした理解が一人ひとりへの配慮をもって時間
の環境を考えるといった配慮につながるのだと推察する。また、食事時間調整と食事時に座る場
所との関連にも有意差が認められ、「保育者の膝」（p<.01）は時間差で食べ始める園で有意に多
く、「ベビーチェア」（p<.01）は全員同じ時間に食べ始める園で有意に多かった。「保育者の膝」
で食事をする場合には一対一での食事となることが多く、時間差で食べ始める必要があると推
察する。ベビーチェアの場合、まだ一人で座ることが難しい時期であっても保育者の補助なしで
座ることができる。全員同じ時間に食べ始める園で有意にベビーチェアの使用が多かった結果
からは、全員一緒に食べ始める状況下で、複数の子どもの援助を一度にする場合にベビーチェア
が使用されていることが推察される。しかし、一人の保育者が複数の子どもを同時に援助すると、
口の動きに丁寧に応じながらの援助は難しく、保育者側のペースで援助せざるをえない場合も
多い。一人ひとりの子どもの主体性を尊重した食事援助を実現するためには、食事時間調整と食
事時に座る場所と双方の視点から環境を見直すことが必要であると考える。 
③食事の環境に関する評価：よりよい食事援助を行うための食事環境を「不十分と感じる」も
のは22.8％、人員配置を「不十分と感じる」ものは38.3%であった。食事時間調整との関連を検
討するため、カイ二乗検定を行った結果、「食事の環境設定」で有意差が認められ（p<.05）、
残差分析を行った結果、食事の環境設定を「不十分と感じる」は時間差で食べ始める園で有意
に多かった。時間差で食べ始めるには、食事・遊び・睡眠が同時進行となる可能性があり、食
事・遊び・睡眠それぞれの空間が必要となるため、より充実した環境を必要と感じることが推
察された。 
④離乳期の食に関する養成教育と現職研修の機会：養成教育で十分に学んだと回答した項目
は、離乳期の「食機能の発達」63.8%、「調理形態」60.3%、「食事介助」46.7%、「環境設定」
42.8%、「食具」38.9%であった。現職での離乳食に関する研修の受講経験が「一度もない」は
42.7％であり、現職での離乳食に関する学びの機会は十分でないことが推察された。さらに、
離乳食研修の参加頻度は、経験年数との関連があり、経験年数が低い保育士ほど離乳食研修の
参加経験が少ないことが示唆された。しかし保育現場の実情を鑑みると、離乳食に関する研修
に多くの職員が参加することは容易ではないため、簡便に研鑽を積める研修ツールの開発は効
果的であると考えられ、なおかつ経験年数の少ない保育者にはより有効であると考えられた。 
(2) 栄養士等を対象とした調査 
①食事提供の悩み：「悩む」割合が高かった項目は、「食材の大きさ」77.0％、「食材のかた
さ」72.3%、「食材の種類」67.8％であった。一方、「悩まない」割合が最も高かった項目は、
「ミルクの量」で74.7％、次いで「食事環境」71.2％、「介助方法」66.5％、「食具」60.8％
であった。栄養士等は「食事内容」に関することに意識が向いている傾向にあり、子どもがど
のような環境で食べるかについてはあまり悩まないと推察されたが、研修参加経験と食に関す
る悩みとの関連を検討したところ、「食事環境」の項目のみで有意な関連が認められ、研修に
複数回参加した栄養士等は「ときどき悩む」が有意に多かった。研修で学びを重ねることと、
食事環境といった側面にまで目を向けるようになることとの関連が推察された。 
②保育士との連携：「離乳食開始時期」「段階をあげる時期」は9割以上の栄養士等が保育士と
話し合うと回答したが、「食事で座る場所」「椅子やテーブルの高さ」等を話し合うと回答し
た栄養士等は2割に満たなかった。また、ほぼ全員の栄養士等が食事場面の観察が必要と回答し
たが、実際の観察頻度は週1回未満が半数ほどだった。また、保育士との話し合いや観察頻度と
園児一人ひとりの食べ方の把握についての自己評価との関連を検討するためχ2検定を行った結
果、話し合いの頻度が「ほぼ毎日／週3～4日」の群および観察頻度が「ほぼ毎日／週3～4日」
の群で一人一人の食べ方を把握できていると思うと回答した者が有意に多く（ともにp<.001）、
観察や話し合いが一人一人の食べ方の把握には有用であることが示唆された。さらに、観察頻
度の高さに関連する要因を検討するために、観察頻度と経験年数や離乳食研修参加経験の有無
との関連を分析した。その結果、観察頻度は経験年数と関連はなく、離乳食研修参加経験があ
る場合で観察頻度が高く（p<.05）、研修での学びの経験が協働を深める要因となる可能性が示
された。 
③養成教育・現職研修の機会：「調理形態」50.4％、「食べる機能の発達」49.6％は養成課程
で十分に学んだと回答した。一方、「食事場面の環境設定」23.1％、「食具」22.8％、「食事
介助」20.5％と、十分に学んだと回答したものが2割ほどの項目もあった。養成課程で離乳食と
幼児食の両方の調理実習を行ったことのある者は28.6%であった。離乳食のみ、幼児食のみを合
わせても調理実習経験者は53.0％であり、約半数の者が調理実習経験なく現場に出ている可能
性が示された。さらに、現職での離乳食研修に参加経験のない者は25.6%であった。保育所栄養
士を志望する学生や現職の栄養士等が自主的に学ぶことができる環境づくりや研修機会を整え
ることが必要である。 
【課題2】食への主体性を尊重する食事援助・環境構成のあり方の検討 



(1) ビデオ観察データの収集・分析 
 都内認可 Z保育所 0歳児クラスにて月 1～2回の頻度で食事場面の観察調査を行い、完全援助
の時期から自食へと移行する時期である月齢 8 か月～11 か月にあたる回を分析対象回とし、在
籍する女児 4名（撮影時の月齢 8～11 ヶ月）と対象児を担当する保育者 2名（X・Y）について、
相互のやりとりを言語的調整・身体的調整の 2つの視点から分析した。X保育者は子どもが「食
べ物を口にする」ことに〈意味づけ〉〈賞賛〉といった言語的調整が多くみられた。Y 保育者は
子どもと同じ動きを自らの身体をもって行うことで, 「食べる」プロセスそのものを共時的に経
験する〈共時的咀嚼〉が多くみられ、口の動きの観察をした上でのスプーンの運び、身体的な同
期などが観察され、児の「食べている状態」を共に感じようとした上での援助を行っていた。子
どもが食べたくなるよう誘いかけ励ます援助であることは共通しているが、「食べる」といった
結果を求める援助と、食べるプロセスを感じ取り応じていく援助と、それぞれの援助特性がある
ことが示された。子どもが感じ取っていることを保育者も自らの身体を通じて感じ取ろうとす
ることが、子どもの食べるプロセスやタイミングを感じ取ることにつながることが分かった。表
面的な行動を変えることにとらわれるのでなく、子ども内面に生じていることを感じ取る契機
を養成・現職教育の場で提供する必要性があると考える。 
(2) Eating-Feeding 相互模擬演習の検証 
離乳期における食事援助の際には、保育者は子どもの発する視線や身振り等のサインから子

どもの思いを汲み取り、その思いに応じるべく、タイミングや一口量を見計りながら援助する
ことが必要となる。そのためには、子どもの発するサインを汲み取り、口の動きを観察し、咀
嚼の状況を理解できる力が求められる。しかし、子どもの咀嚼・嚥下といった口の中で生じる
一連の流れは外面から観察することが難しく、視覚的な観察だけでは理解しにくい。そのた
め、食事援助を学ぶにあたっては、子どもの発するサインから子どもの思いを汲み取ること、
そして子どもがどのような口の動きをしているのか体感的に理解する機会が必要だと考える。
そこで、ビデオ観察データの分析から着想を得て、子ども・援助者双方の立場を「タイミング
不一致パターン」「共時的咀嚼パターン」の 2つの条件下で体感的に経験する Eating-Feeding
相互模擬演習を考案し、保育士養成課程の学生を対象に実施した演習での気づきを分析した。
タイミング不一致パターンでは、子どもの立場では<不快感><食べることへのマイナスの効
果〉、援助者の立場では〈戸惑い〉〈苛立ち〉が挙げられた。共時的咀嚼パターンでは、子ども
の立場では〈咀嚼へのプラスの効果〉〈安心感〉が挙げられ、援助者側では〈子どもの咀嚼の状
況の理解〉〈心のゆとり〉等ポジティブな感情の生起に分類される記述がみられ、「子どもと共
に味わおうとする」援助の有効性が示された。相互の関係の中で生じる「楽しさ」「安心感」
が、日々の生活に欠かすことのできない食事場面で体現されることは、人に対する基本的信頼
感を培っていくこの時期には特に大切にされるべきものである。「子どもにとってどうか」とい
う視点で考える契機を研修ツールの中に内包する必要性を示唆した。  
【課題 3】養成教育・現職教育を視野に入れた研修ツールの開発 
(1)研修ツールの作成 
 課題 1・課題 2での知見をもとに研修ツールの内容を構成し、認可保育所 3園の協力を得
て、食事場面、調理場面、保育士・栄養士等のインタビューの撮影を行った。撮影データをも
とに「食事援助の実際と環境」「保育所の離乳食の実際」の 2本の視聴覚教材を研修ツールとし
て作成した。研修ツールは食事援助の質向上を目指し、食事場面における子ども姿と援助のポ
イントについて、映像をもとに分かりやすく示し、子どもの主体性を尊重した援助や環境構成
を考える契機となるような演習を含んだ内容とした。 
(2)研修ツールを用いた園内研修の検証 
 都内保育所 2園（A園・B園）において、研修ツールを用いた園内研修を令和元年 11月・12
月に実施し、園内研修終了後に記載したワークシートを分析した。分かりやすかった内容とし
て<子ども・援助者を体感する演習〉が最も多く挙げられ、相互模擬演習を経験することで子ど
もの立場になって考えることができたことが述べられていた。同時に援助者を体験すること
も、援助のあり方を意識化・言語化し、客観視する機会ともなっていたことが読み取られた。
同時に、職員が映像視聴のみならず、演習で共通の経験をすることで、子ども理解や援助への
気づきを共有し、共通の意識をもちうることに意義があることも示された。また、A園の保育
者が多く言及した〈口の動き〉は、B園の記述にはみられなかった。B園には、離乳初期・中期
にあたる時期は受入対象でないため、離乳の進行に伴う口の動きの発達的変化への学びのニー
ズは、そう高くないと推察する。A園では生後 57 日からの受入れをしているため、各離乳時期
の食事援助にあたっており、目の前の子どもの姿との照らし合わせや学びへの必要性を感じて
いることで、理解が深まったと推察する。現職での学びの機会があることで、より子どもの姿
がイメージでき、「当事者性」が子どもの姿をより詳細に理解しようと関心をもつと考える。養
成教育とともに、現職でも学ぶことのできる環境の充実がなされることで、理解の深まりが期
待されると考える。一人ひとりの主体性を尊重した援助を実現するためには、課題１の質問紙
調査の結果で示されたように、時間の環境・環境構成・食事援助の担当方法・職員間の連携と
いった保育構造の諸要素が、複合的に作用することが必要である。乳児保育における食は、保
育士のみならず栄養士・調理従事者、看護師など多職種が専門性を発揮しうる側面であり、職
員間で対話を積み重ねることが園全体の協働を深めていく。そうした対話を引き出す役割が内
包された研修ツールの開発は、養成教育・現職教育双方の一助となるものであると考える。 
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